
 

 

 

 

 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ７(64bit)の解析システムをＷｉｎｄｏｗｓ１０へＵｐｇａｄｅ確認と 

 ＣＴＲソフトウエアのＣＴＲＣｏｎｖｅｒｓｉｏｎによるｕｐｄａｔｅ 

 

 

 

 

ＯＳを新規インストールし、ＯＤＦソフトウエア、ＣＴＲソフトウエア、Ｏｆｆｉｃをインストールし、

ＯＳのｕｐｄａｔｅで、Ｓｐ１を確認後、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０にｕｐｇｒａｄｅし、ＯＤＦの動作状況

を確認しました。 

ＬａｂｏＴｅｘはバージョンによりＵＳＢＫｅｙドライバーの変更が必要な場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２０年０２月２２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



 １．概要 

 ２．アプリケーション 

 ３．Ｗｉｎｄｏｗｓ７－６４ｂｉｔをＷｉｎｄｏｗｓ１０へ移行させる 

 ４．Ｗｉｎｄｏｗｓ７をＳｐ１にｕｐｄａｔｅ 

 ５．ｃ：ドライブのＥｒｒｏｒチェックを行う。 

 ６．Ｗｉｎｏｗｓ１０へｕｐｇａｄｅ 

 ７．ＯＤＦ動作確認 

 ８．ＣＴＲソフトウエアの確認 

 ９．ＣＴＲソフトウエアのｕｐｄａｔｅ 

 １０．ｄｏｗｎｌｏａｄしたＣＴＲ￥ｂｉｎ￥ＣＴＲＣｏｎｖｅｒｓｉｏｎ．ｊａｒを 

     Ｃ：￥ＣＴＲ￥ｂｉｎにコピーして、起動し、NewCTRholderに download した CTRを選択 

 １１．新しいＣＴＲソフトウエアへ移行 

 １２．ショートカットを新しいホルダのソフトウエアとする 

 １３．ｄｅｆｏｃｕｓデータなしで、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

 １４．認証に失敗した場合、Ｗｉｎｄｏｗｓ７に戻せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 

 極点解析などの方位解析システムはＷｉｎｄｏｗｓ７ベースが多いが、サポート終了に伴い 

   Ｗｉｎｄｏｗｓ１０へ移行が始まっています。 

   今回、Ｗｉｎｄｏｗｓ７でＣＴＲソフトウエアの処理からＯＤＦ解析を行っているシステムを 

   Ｗｉｎｄｏｗｓ１０に同一コンピュータで移行させる方法を説明します・ 

    

２．アプリケーション 

 ＣＴＲフルパッケージソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘ３．０ 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

３．Ｗｉｎｄｏｗｓ７－６４ｂｉｔをＷｉｎｄｏｗｓ１０へ移行させる 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ７－６４インストール直後 

 

 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ７－３２ｂｉｔでも同様に移行可能 

 

 

 

 

 

 

 



４．Ｗｉｎｄｏｗｓ７をＳｐ１にｕｐｄａｔｅ 

  

  Ｗｉｎｄｏｗｓ１０移行の条件はＳｅｒｖｉｃｅＰａｃｋ１ 

  CTR,ODF,Officeをインストールする。 

５．ｃ：ドライブのＥｒｒｏｒチェックを行う。 

  

 更に、イメージデータのバックアップが行えれば、エラーは存在しません。 



６．Ｗｉｎｏｗｓ１０へｕｐｇｒａｄｅ 

  

 開始するには、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０をインストールするためのライセンスが必要です。 

 意味が不明であるが、今回はＯＳクリーンインストールからチェックしてみます。 

  

  

 後は、順次先に進む 

 

 

 



  

 ライセンス承認されます 

  

  認証されます。 

 

 



７．ＯＤＦ動作確認 

  

  

 

 

 

 



 ＬａｂｏＴｅｘは、最新の HASPUserSteup.exeでＵＳＢＫＥＹドライバー変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＣＴＲソフトウエアの確認 

  

９．ＣＴＲソフトウエアのｕｐｄａｔｅ 

 ＨｅｌｐｅｒＴｅｘサイトから試用ＣＴＲソフトウエアをｄｏｗｎｌｏａｄする。 

 

 

 

 

 ｚｉｐファイルを解凍し、C:¥CTR以外のホルダに展開 

 

 

 

 

 



１０．ｄｏｗｎｌｏａｄしたＣＴＲ￥ｂｉｎ￥ＣＴＲＣｏｎｖｅｒｓｉｏｎ．ｊａｒを 

   Ｃ：￥ＣＴＲ￥ｂｉｎにコピーして、起動し、NewCTRholderに downloadした CTRを選択 

  

 でｕｐｄａｔｅと追加ソフトウエアを確認 

  



 でシステム固有ファイルをコピーする。 

  

 

１１．新しいＣＴＲソフトウエアへ移行 

 で新しいＣＴＲを選択し、 

  

 で移行する。 

  Ｗｏｒｋｉｎｇ部に C:¥CTRを指定すると、元に戻ります。 

  但し、シュートカットには注意してください。 

 

 



１２．ショートカットを新しいホルダのソフトウエアとする 

 

 

 ＴｒｉｃｌｉｎｉｃからＣｕｂｉｃに変更 

 DataBase->MaterialDataでアルミニウムを選択し、ｄｉｓｐ 

 

 

  



Ｃｕｂｉｃを確認 

 

 

１３．ｄｅｆｏｃｕｓデータなしで、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正には 

  ｒａｎｄｏｍ試料補正、 

  ｒａｎｄｏｍ試料補正＋最適化Ｒｐ％ 

計算ｒａｎｄｏｍ補正、 

計算ｒａｎｄｏｍ補正＋最適化Ｒｐ％ 

最適化Ｒｐ％ 

 が選択できます。 

 ｄｅｆｏｃｕｓを指定しないで最適化Ｒｐ％を試してみます。 

を選択 



最適化Ｒｐ％ 

 

 

 

 

 

 最適化前後の比較を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最適化前 

 

最適化後 

 

 

 ｒａｎｄｏｍデータの得難い金属の補正用に使用してください。 

  

 

 

 

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓの影響 



１３．ｕｐｄａｔｅではサポートされないソフトウエアの確認 

 C:¥Temp¥CTR¥bin¥VersionCheck.jarで確認 

  

 日時が表示されるソフトウエアはｕｐｄａｔｅでは使えません。 

 納品後、新規作成されたソフトウエアが該当します。 

 

 全てのソフトウエアを使う場合、同一コンピュータのアップデート（Ｕｐｇｒａｄｅ）又は、 

 他のコンピュータへのサイトライセンスが必要です。 

 

１４．認証に失敗、あるいは認証されない場合、Ｗｉｎｄｏｗｓ７に戻せます。 

  


